








研究目的 

新生児高ビリルビン血症の中枢神経系後障害の一つに聴力障害が知られている。このビリ

ルビンの聴毒性を臨床的に判断する方法として聴性脳幹反応(Auditory brainstem 

response:ABR)をとりあげ,血清ビリルビン濃度の変化に伴う聴性脳幹反応の変動性ならび

にその可逆性について検討することを目的とした。 

今回は初年度であるので,まず基礎資料として正常新生児における至適検査条件ならびに

正常値をうることを目的とした。 


